






手先を使って頭をフル回転！手先を使って頭をフル回転！

07 06

　折り紙は小さな子どもからお年寄りまで、年齢を問わず楽しめる伝統的な遊
びです。両手を使う折り紙は、右脳・左脳をバランスよく刺激することができ、集
中力も高まるので脳トレーニングとしても採用されています。また、一つひとつ
の工程をおろそかにせず、各工程を理解して折ることが子どもの思考能力を培
うため、知育教育にも適しています。
　今回は春ならではの折り紙作品をいくつかご紹介します。簡単に折れるの
で、ぜひ挑戦してみてはいかがでしょうか！
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手先を使って頭をフル回転！

　立体的な蝶ができます。
春の壁飾りやプレゼントなど
の装飾にぴったり！シンプル
なヘアピンにボンドなどで固
定すれば、かわいい髪飾りに
もなります。

　立体的な桜の花ができます。花びらに切り込
みを入れない場合は桃の花にもなります。折り紙
の色や花びらの形次第で他の花も作れるかも！

　初めて折り紙に触れる子どもでも楽しめる作品です。紹介す
るのは左向きのうぐいすの折り方ですが、左右反転して折れば
右向きのうぐいすを作れます。

色の付いた面を上にして置き、点線
で折って折り目を付けて戻します。

色の付いた面を表にして置き、点線
で折って折り目を付けて戻します。

真ん中の折り目に向かって折り紙の
半分を点線で折ります。

角を★印に合わせるように点線で折
ります。

折り紙の白い面を上にして置
き、点線で半分に折ります。

角と角を合わせるように点線
で折ります。

赤線の面を中心に合わせる
ように、点線で折って折り目
を付けて戻します。

【図1】のような形に開き【3】で付けた折り目に合わせて開い
てつぶすように折ります。

赤線で囲った部分にのりを塗り、貼り合わせます。

【４】を裏返し、角を★印に合わせる
ように点線で折ります。○の部分を点線で段折りします。

【１】を裏返し、点線で折って折り目を
付けて戻します。

角と角を合わせるように点線で折りま
す。

【４】を裏返し、三角形の頂点を★印の
位置まで折り下げます。

はみ出た先端を点線で裏に折り返
します。

【６】を裏返し、○で囲った部分を裏
側から指でつまむようにして点線で
折ります。

【１】

【１】

【１】 【2】 【3】

【4】 【5】 【6】 【7】

【8】 【9】 【10】

【2】

【5】 【6】【3】 【4】

【4】 【5】

【6】 【7】 【8】

【2】

【3】

赤線同士をくっつけるようにして三角形になるように折りたたみます。

蝶の完成です！

谷折り 山折り折り方顔を描いたら完成です！

折り紙は１／４サイズのものを使います。

反対側も同様に折ります。 点線で折ります。 点線で折ります。

点線の部分をハサミで切り
取ります。
これで花びら１枚ができま
した。

同じものを５つ作り、のりな
どで貼り合せたら完成です！

※折り目は付け
　ないよう注意

つまむ

ポイント
写真のようにつまみます。
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ＪＡ職員が農家を訪問し、農畜産物についての知識を教わり、体感する企画。
JA JA

体験した2人に
感想をききました！

「『消費者に喜ばれ、たくさんの人に買ってもらえる花』を心掛けて栽培してい
ます。花の中でもラナンキュラスは特に栽培が難しく、1年中作業しなければな
りませんがその分やりがいも感じています。米の栽培もあるのでなかなか新し
いことに挑戦できませんが、これからも買ってくれる人に喜ばれるものを栽培
していきたいです」

「実は『ラナンキュラス』という花が
どのような花なのか知らず、同行し
た竜野さんとレクチャーを受けて
から体験に臨みました。当日はあた
り一面雪景色。ハウス内一面に咲く
黄色と白色、桃色の小さい花を見
たときは、荻原さんの花に対する
愛情とここまでの苦労を垣間見る
ことができ、感動しました」

「花にしっかり栄養が行き届いた状
態で収穫するような見極め方などを
教えていただき、消費者に“美しい花
を長く楽しんでもらいたい”という気
持ちが伝わりました。球根から時間
をかけて丁寧に栽培されていること
を知ると、ラナンキュラスがより一
層美しく感じ、荻原さんの愛情を感
じました」

竜野主任竹内支所長

最後に荻原さんにインタビュー 農業への思い

08

JA JA

JA職員の 農家訪問記JA職員の 農家訪問記

1月中旬、ラナンキュラスを栽培する荻原さんのハウス
におじゃましました。 今回おじゃましたJA職員

上田市武石上本入
お ぎ は ら ひ ろ ゆ き

　米を39アール、グラジオラスを22アール、リンドウを7
アール、クジャクソウ3アール、ラナンキュラスを4アール
栽培。

　18歳の頃、武石地域で採れたトマトを共選場へ運ぶ仕
事をしていた荻原さん。共選場がなくなることになり、

「今の仕事を辞めるなら、何か新しいことに挑戦したい」
という思いから21歳で花き栽培を始めた。栽培品目もイ
ブニングスターから始め、いろいろな品種にチャレンジ
していく中で、当JA営農技術員の勧めでラナンキュラ
スの栽培を始めた。当JA花き部会よだくぼ南部支部に
所属している。

荻原さん家のラナンキュラス編

ラナンキュラスってどんな花？

荻原　宏之さん(71)

 ラナンキュラスは寒さに比較的強く、ふわっとした薄い花びら
が何層にもなっているのが特徴です。赤やオレンジ、紫などさ
まざまな色があり、荻原さんは黄色、白、ピンクの3種類を栽培
しています。

今日は天気がよくないから花の開きがイマイチだけど、晴れている
日はもっときれいに咲いていますよ。今度ぜひ見に来てね！

ＪＡ信州うえだ　
武石支所　支所長　
竹内　明利さん

武石支所　主任　
竜野　菜穂子さん

ＪＡ信州うえだ　
武石支所　支所長　
竹内　明利さん

武石支所　主任　
竜野　菜穂子さん

収穫体験スタート！
　ラナンキュラスの収穫は1～4月の間、毎朝行います。ハサミを使って、
根元付近を切って収穫します。収穫後は規格ごと長さを整え、当JA農産
物流通センターへ出荷します。

　収穫適期を見分けるポイントは、ずばりガクが開いている
かどうかです。ガクが閉じているものはまだ十分成長してい
ないので、市場へ輸送している間に花が傷んでしまいます。
ガクが開いているのを確認してから収穫します。

　ラナンキュラスは涼しい時期に出回るということもあり、花持ちがとてもい
いです。特に当JA管内は気候が涼しいので、きちんと水切りをすればなんと
2カ月ほどは楽しむことができます。

JA

JAJA

満開の
ラナンキュラス畑、
見てみたいなぁ

黄色 白色 ピンク

収穫時は「ガク」に注目！

ガクをよく見ることが大切なんだね～

ラナンキュラスは気温などの変化で、咲いたりつぼんだり
を繰り返す花です。それを3～4回繰り返してから収穫す
ると花持ちがよくなります。買ってくれた人に長く楽しん
でほしいので、たくさん工夫して栽培していますよ。

JA

JA

色の種類が
いっぱいあるから、
飾ったらきっと華や
かになりますね

ラナンキュラスは切り花にうってつけ！

JA

まだガクが閉じています。
収穫までもう少し…

ガクがしっかり開いてます！
レッツ収穫♪

まだガクが閉じています。
収穫までもう少し…

ガクがしっかり開いてます！
レッツ収穫♪

ほんとですね！
収穫しましょう♪

花を傷つけない
よう、慎重に…！

JA

その花は
よさそうだよ～

JA



小さい種用　種まき器

「タネポン」1280円（税込）

　
本
葉
の
わ
き
か
ら
出
て
く
る
芽
を
摘
み
取
り

ま
す
。ウ
イ
ル
ス
病
伝
染
の
危
険
を
避
け
る
た

め
ハ
サ
ミ
は
使
い
ま
せ
ん
。小
さ
い
う
ち
に
見
つ

け
次
第
取
る
よ
う
に
し
な
い
と
、わ
き
芽
の
成
長

は
と
て
も
早
い
の
で
、ど
ち
ら
が
主
枝
か
わ
か
ら

な
く
な
り
ま
す
。放
っ
て
お
く
と
枝
ば
か
り
に
な

り
、実
が
付
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
ト
マ
ト
の
原
産
は
南
米
の
ア
ン
デ
ス
高
地
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
土
地
は
強
い
日
差
し
の

荒
野
で
、昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
く
湿
度
が
低

い
の
で
、上
田
地
域
の
環
境
に
似
て
い
る
よ
う

で
す
。ふ
る
さ
と
に
よ
り
近
い
環
境
に
す
る
た

め
、雨
が
直
接
当
た
ら
な
い
よ
う
に
雨
よ
け
を

し
て
や
る
と
、病
気
に
な
り
に
く
く
上
手
に
栽

培
が
で
き
ま
す
。

　
定
植
の
2
週
間
前
に
苦
土
石
灰
と
堆
肥
を
、

1
週
間
前
に
化
成
肥
料
を
ま
い
て
よ
く
耕
し
て

お
き
ま
す
。元
肥
が
多
す
ぎ
る
と
実
が
付
き
に

く
く
な
る
の
で
注
意
し
ま
す
。
う
ね
は
幅

1
2
0
㎝
、高
さ
は
高
め
に
15
〜
20
㎝
に
作
り
ま

す
。黒
マ
ル
チ
を
張
る
と
地
温
が
上
が
っ
て
根
の

張
り
が
よ
く
な
り
ま
す
。霜
に
当
た
る
と
弱
る

の
で
早
す
ぎ
る
定
植
は
お
す
す
め
し
ま
せ
ん
。

条
間
80
㎝
、株
間
45
㎝
の
2
条
植
え
に
し
ま
す
。

定
植
前
日
に
植
穴
に
た
っ
ぷ
り
水
を
入
れ
て
湿

ら
せ
て
お
く
と
根
付
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
根
鉢
は
崩
さ
ず
に
、ポ
ッ
ト
の
苗
の
深
さ
で

植
え
ま
す
。特
に
接
ぎ
木
苗
の
場
合
、接
ぎ
木

部
分
に
土
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。育

ち
す
ぎ
た
苗
の
場
合
は
マ
ル
チ
を
せ
ず
に
寝
か

せ
て
植
え
て
も
良
い
で
す
。茎
か
ら
根
が
出
て

安
定
し
た
苗
に
な
り
ま
す
。

　「
苗
ド
ー
ム
」や
肥
料
袋
な
ど
で
作
る「
あ
ん

ど
ん
」を
か
け
て
や
る
と
、遅
霜
や
強
風
か
ら

保
護
で
き
ま
す
。

　
支
柱
は
合
掌
式
に
す
る
と
倒
れ
に
く
い
で

す
。ひ
も
を
8
の
字
に
し
て
き
つ
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
縛
っ
て
誘
引
し
ま
す
。苗
の
小
さ

な
う
ち
は
仮
支
柱
で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
最
初
の
実
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
大
に
な
っ
た
ら
1

回
目
の
追
肥
を
し
ま
す
。株
間
に
穴
を
あ
け
、

そ
こ
に
入
れ
て
土
を
か
ぶ
せ
ま
す
。2
回
目
以

降
は
木
の
様
子
を
見
な
が
ら
行
い
ま
す
。茎
が

根
元
よ
り
も
上
部
の
ほ
う
が
太
く
な
っ
て
い
た

り
、葉
が
濃
い
緑
色
で
反
り
返
っ
て
い
る
よ
う

だ
と
肥
料
が
強
す
ぎ
る
の
で
追
肥
し
ま
せ
ん
。

　
梅
雨
明
け
頃
か
ら
は
暑
く
な
る
の
で
、マ
ル

チ
の
上
か
ら
敷
き
わ
ら
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。マ
ル
チ
は
剥
ぎ
取
っ
て
も
良
い
で
す
が
、雑

草
が
生
え
や
す
く
な
り
、土
が
乾
燥
し
や
す
く

な
る
の
が
心
配
で
す
。

　
露
地
栽
培
の
場
合
、根
付
い
た
ら
水
や
り
は

し
な
く
な
り
ま
す
が
、最
近
の
夏
は
猛
暑
の
上

雨
が
不
足
し
ま
す
。土
が
乾
い
て
い
た
ら
涼
し

い
時
間
に
水
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

　
大
玉
ト
マ
ト
は
暑
さ
に
強
く
な
い
の
で
5

〜
6
段
目
の
花
房
で
収
穫
は
終
わ
り
に
し
ま

す
。そ
の
上
の
葉
2
枚
を
残
し
て
芯
を
摘
み
ま

す
。す
べ
て
の
花
に
着
果
さ
せ
る
と
木
が
疲
れ

て
し
ま
う
の
で
、1
つ
の
花
房
に
は
実
は
4
〜

5
玉
つ
く
よ
う
に
し
、花
房
の
先
は
摘
み
取
る

と
大
き
く
丸
い
実
が
育
ち
ま
す
。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
や
中
玉
ト
マ
ト
は
秋
に
な
っ
て

も
実
を
つ
け
る
の
で
摘
芯
し
な
く
て
も
よ
い
で

す
。

　
実
の
お
尻
に
黒
く
て
固
い
部
分
が
で
き
て

し
ま
う
状
態
で
、カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
が
原
因
の

生
理
現
象
で
す
。元
肥
に
苦
土
石
灰
や
カ
ル
シ

ウ
ム
肥
料
を
施
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で

す
が
、水
が
足
り
な
く
て
根
か
ら
吸
い
上
げ
ら

れ
な
い
場
合
に
も
起
こ
り
ま
す
。「
カ
ル
ク
ロ

ン
」や「
ト
マ
ト
の
尻
腐
れ
予
防
ス
プ
レ
ー
」な

ど
の
葉
面
散
布
剤
を
使
っ
て
直
接
カ
ル
シ
ウ
ム

を
補
給
す
る
の
が
最
も
効
果
的
で
す
。

　
実
が
十
分
に
赤
く
な
っ
た
ら
収
穫
で
す
。手

で
軽
く
上
に
曲
げ
な
が
ら
持
ち
上
げ
る
と
簡

単
に
取
れ
ま
す
。

第5花房で摘芯の場合摘　　果



アレルゲン（アレルギーの原因物質）を含む治療薬を舌の下に投与します。治療は3年～5年と長期
にわたりますが、正しく治療が行われると、アレルギー症状を治したり、やわらげることが期待され
ています。舌下免疫療法は健康保険の適用となります。詳細はお近くの耳鼻咽喉科かアレルギー科
にご相談ください。



本田技研工業㈱をはじめとする企業や団体で多くの実
績を上げられている吉村征之氏にブランド戦略や経営
についての講演をしていただきます。

丸子文化会館　小ホール
（上田市上丸子1488）

参加費　無料
150名程度（どなたでも聴講ください）
事前申込みは不要

主催　上田市農林部農産物マーケティング推進室
共催　上田地産地消推進会議　
　　　問い合わせ先　上田市農林部　
　　　農産物マーケティング推進室　21-0053





　カブはアブラナ科アブラナ属の越年草で、白い球型の
小カブが一般的ですが赤や黄、紫色などさまざまな色や
形、大きさの品種があります。日本で古くから親しまれて
きた野菜の一つで、国内では約８０品種が生産されてい
ます。
　カブは別名「カブラ」や「カブナ」、「スズナ」などと呼ば
れ、春の七草のひとつでもあります。煮る、焼く、漬けるな
ど調理法もさまざまで、それぞれ食感や甘味の変化が楽
しめます。葉もアクが少なくおいしく食べられます。
　カブを保存する場合は、葉を付けたままにすると根の
水分が奪われるので、葉を切り落として別々に保存しま
す。葉は湿らせたペーパーに包みポリ袋へ、根はそのまま
ポリ袋に入れて野菜室で保存しましょう。

＊根にツヤとハリがあり、ひげ根が少ないもの
＊葉は緑が鮮やかでみずみずしいもの
＊球型品種は、きれいな丸型のもの

　球根を植え付けるのは霜が降りる前頃まで。露地に植える場合は球根の2～3倍の深さに植えます。鉢植えの場合は球根の頭
が隠れるくらいの深さが良いです。
　腐葉土や堆肥を入れた水はけのよい土を好みます。球根を植えたら水をやります。露地の場合はほとんど水やりをしなくてよ
いでしょう。鉢植えの場合は土が乾いたらたっぷりやります。芽が出てなくても一旦植え付けたら根が出てくるので、水やりを忘
れないでください。
　肥料は緩効性のものを少し混ぜ込んでおきます。芽が出てから葉が枯れるまでの間、たまに液肥をやると、球根が太りやすく
なり次の年に咲きやすくなります。
　花が咲き終わったら花がらを摘みます。葉は枯れるまでそのままにして、光合成を十分にさせてやります。
　夏になると全部枯れて休眠に入ります。ほったらかしでも大丈夫ですが、3年くらいしてくると球根が混んできて咲きにくくな
るので、掘り起こして分けて、植え直すとよく咲くようになります。

　寒さが厳しい信州では春を告げる花として人気のスイセ
ン。信州うえだ管内では丸子の信州国際音楽村のスイセン
畑が有名ですね。シルクロード経由で室町時代に日本に入
ったといわれています。美しい立ち姿と芳香が愛され、古く
から華道でも冬や早春を彩る花として使われます。
　しかし美しいものには毒があるもので、スイセンは全草
が有毒で、皮膚炎や食中毒の原因になります。葉がニラや
ノビルに、鱗茎がタマネギに似ているので、間違えて食べ
ないよう、畑や台所など食べ物を扱う場所にはスイセンは
置かないようにしましょう。


